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プレスリリース 

 

環境省、地球環境戦略研究機関（IGES）、国立環境研究所（NIES） 
環境省「平成 28 年度国際低炭素社会推進研究調査等委託業務」 研究成果 

「ブータンは炭素中立を維持できるか？山岳自然資源国の挑戦」 
 
概要： 
 環境省、公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）、国立研究開発法人国立環境研究所（NIES）は、
ブータン王国政府と協力して将来のブータン王国における温室効果ガス排出量のシミュレーションを行い、対
策なしでは 2050 年までに排出量が吸収量を上回ることを示した研究成果をまとめました。今後はシミュレーシ
ョンを活用して同国の気候変動対策を支援していきます。 
 
 
内容： 
 ヒマラヤの山中に位置するブータン王国は豊富な森林と再生可能エネルギーである水力発電によって、森
林による二酸化炭素の吸収量が排出量を上回る「炭素中立」となっています。ブータン王国政府は将来にわ
たって炭素中立であることを目標に掲げていますが、近年の経済発展によりエネルギー消費量・二酸化炭素
排出量の増加が危惧されています。 
 環境省、IGES、NIES は、環境省「平成 28 年度国際低炭素社会推進研究調査等委託業務」の一環として、
ブータン王国環境委員会と協力して同国の将来の社会経済活動の発展による家庭、産業、交通等のエネル
ギー需要量と二酸化炭素排出量を推計するモデルを開発してシミュレーションを行いました。その結果、現在
の森林吸収量を維持したとしても、省エネルギー対策等がとられない場合には 2050 年までに排出量が吸収
量を上回ることが分かりました。この成果をとりまとめた報告を IGES Web サイト（※）にて公開しました。 
 今後、同国の環境に適した効果的な低炭素技術の選定や、将来の気候変動による森林吸収の維持や水力
発電の供給力について調査・分析を進めるとともに、シミュレーションを活用した気候変動対策の政策策定を
実務面から後押しするため、政策担当者や研究者の研修と共同研究実施を通じた能力構築を行っていきま
す。 
 
※リンク： 
https://lcs-rnet.org/jp/lcsrnet_meetings/2017/05/2233 
 
    
     【本件に関するお問い合わせ】 

環境省 地球環境局総務課研究調査室 
担当： 安部壮司 
Tel: 03-5521-8247  Email: TAKESHI_ABE@env.go.jp  
 
公益財団法人 地球環境戦略研究機関 (IGES) 
担当： 西岡秀三・石川智子 
Tel: 046-855-3700 （代表）  Email: lcs-rnet@iges.or.jp 
 
国立研究開発法人 国立環境研究所 （NIES） 
担当： 五味 馨・増井利彦 
Tel: 029-850-2308 （広報室）  Email: kouhou0@nies.go.jp 

 


